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研究成果の概要（和文）：　本研究は、2018年から、東シナ海島嶼地域における、社会経済的変動と域内各国・
地域での国境管理や領土防衛政策の変化を把握し、国際緊張緩和を展望する「トランスボーダー地政学」を構築
すべく、日本ほか4か国の国際共同研究者とともに、研究を推進してきた。2019年11月に最初の国際会議を開催
したが、コロナ禍により約2年間十分な活動が展開できなかった。しかし、研究期間を2023年4月から一年間延長
した結果、国際共同研究者の協力を得て、2度目の国際会議の開催（23年4月）、英文国際誌特集2件の刊行と投
稿（いずれも24年3月）、英文書籍の刊行準備などの国際的な研究成果の公開（準備）を進めることができた。

研究成果の概要（英文）：This research has been promoted since 2018 with international collaborators 
from Japan and four other countries to build a "transborder geopolitics" that helps us understand 
socioeconomic transformations and changes in border management and territorial defense policies in 
the East China Sea islands and prospects for reducing international tensions in the region's 
countries. The first international conference was held in November 2019, but the pandemic hindered 
the development of sufficient research activities for about two years. However, as a result of 
extending the research period for one year from April 2023, with the help of international 
collaborators, we were able to proceed with (preparation for) the international publication of our 
research results, including holding a second international conference (April 2023), publication of 
and paper submission for two international journal special issues (both in March 2024), and 
preparation for the publication of an English book.

研究分野： 政治地理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、東シナ海島嶼地域を対象に、国家中心主義的な地政学的思考に基づく国境管理政策に対して、国境島
嶼を領土ごとに分断せず、大陸や隣国島嶼との社会経済的「関係性」の観点からとらえ直し、新しい地域理解の
枠組みの構築に尽力した。具体的にはオルタナティブ地理学東アジア地域会議地政経済ワークショップ（2019
年）および国際地理学連合テーマ会議（2023年）、国連社会開発研究機構による「環境と平和ネクサスー境界地
域における平和構築」国際会議（2020年）において関連発表を行い、島嶼関係性のトランスボーダー地政学に基
づく研究成果を英文国際誌や英文書籍を公刊（準備）することで国際的な認知を高めてきた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１． 研究開始当初の背景 
 
 本研究は、日本、中国、台湾、韓国によって囲まれる東シナ海上の辺境島嶼をめぐる越境的な
相互作用に着目し、「トランスボーダー地政学」と呼ぶべき、国際緊張緩和につながる新しい世
界観を提示することを目指した。 
地政学とは、伝統的には、明確な国境によって囲まれ、分離された領域主権国家を前提に、そ

の対立や均衡を考察する。本研究が唱える「トランスボーダー地政学」とは、そうした伝統地政
学を超える一種のオルタナティブ地政学である。特に国際緊張の高まるユーラシア大陸東沿海
部において、ヨーロッパのような陸上の領域国家だけを範型とするのは不十分であり、海洋と接
する沿海国家や島嶼国家を含めて国際関係をとらえる新しい地理学的視座が必要である。 
例えば、海域での領土問題は、領海（海上国境）自体よりも、辺境海域にある島嶼の帰属をめ

ぐって展開する点で、ヨーロッパの領土問題とは異なる。日本が 1879 年に琉球王国を併合し、
その後 1895 年に台湾を接収したように、国境線の変更は島嶼の包摂を介してなされる。また、
1982 年に採択された国連海洋法条約は、帰属島嶼を囲む領海基線から排他的経済水域（EEZ）
を画定できるとしており、島嶼の位置はそこから広がる EEZ の権益を担保するものとなる。よ
って、海洋と島嶼は各国／地域の利害が複雑に交錯・衝突する空間を作り出す。 
とりわけ、東シナ海を取り囲む日本、中国、台湾、韓国は、植民地支配や冷戦の遺産を抱える

とともに、世界の政治経済をリードしており、それぞれの軍事力も米国の展開能力を含めて大き
なものとなっている。東シナ海は独特の地政学的緊張をはらんでいるのである。 
本研究の課題は、このような状況に対して「東アジア島嶼をめぐる国際関係の緊張緩和への学

問的貢献は国際共同研究をとおしていかにして可能か」という問いに集約された。 
 
２． 研究の目的 
 
 本研究は、こうした東シナ海の地政学的緊張のメカニズムを解明することを通して、国際的な
緊張緩和に結び付く国境離島運営の可能性を実証的に明らかにすることを目的とした。そして、
そうした学知を「トランスボーダー地政学」と呼び、本研究構成員の研究、教育、社会活動と研
究成果の日中韓英四か国語での公表をとおして、東アジアを中心とする国際社会に普及させる
ことを複数の国際会議の開催や参加、その研究成果の国際的発信を通して成し遂げることを目
標とした。 
 
３． 研究の方法 
 
 本研究は、研究代表者、同分担者、国際共同研究者からなる計 9名から構成された（採択後に
高誠晩が福本拓に交代、令和 4年に Godfrey Baldacchino が国際共同研究者に新規参加）。各研
究者は 5年間の研究期間（コロナ禍の影響で令和 6年 3月まで 1年間延長）で、東シナ海の地政
学的緊張のメカニズムを解明し、緊張緩和の可能性について検討することとした。すなわち、 
 
① 研究開始にあたり、グローバル化による社会経済的流動と各国・地域での国境管理や領土防

衛政策の変化との関係を把握に努めた（平成 30 年度）。 
② 合同研究会を通して、国境離島の性格を国境管理・領土防衛政策の強化（再領域化）と緩和

（脱領域化）のプロセスから便宜的に二分し、双方の並存と相互作用を意識しながら、研究
を進めた（平成 30～令和 2 年度）。 
＊再領域化のプロセス：中心―周辺関係、すなわち国家による辺境の従属化や軍事化は島嶼
内においてどのように強化されているか。それは島嶼の政治的環境や社会経済的構造とど
う関わり、それらをどのように変化させているか。 
＊脱領域化のプロセス：トランスボーダーな関係、すなわち観光や文化・経済活動を通した
越境交流はどのように展開しているか。それは島嶼の政治的環境や社会経済的構造とどう
関わり、それらをどのように変化させているか。 

③ 以上の理論的視角を踏まえて、研究分担に沿って、各プロセスについて選定された島嶼地域
（下記参照、ただしコロナ禍により、当初予定から大幅に変更）でそのプロセスがどのよう
に発現し、島嶼社会を構成・維持し、変容させているかを実態調査した。各プロセスでの調
査にはもう一方のプロセスの並存と作用にも十分留意した。プロセス別の担当者は最終的に
以下のようになった（令和 2～4年度）。 
＊再領域化のプロセス：琉球諸島（山﨑）、馬祖列島（Hsu）、済州島（福本） 
＊脱領域化のプロセス：対馬列島（花松）、琉球台湾関係（八尾）、金門島（Hsu）、済州島（福
本） 

④ コロナ禍により日本、中国、台湾、韓国での各年度の現地共同調査を実施できなかったが、
大阪公立大学（元大阪市立大学）において令和 2年度と 5年度に国際会議を開催し、これら
の機会を通して各担当の研究成果を比較・総合し、国境離島の再領域化と脱領域化という両
義的プロセスの動態がどのように島嶼社会を構成しているかを把握した（令和 2～5 年度）。 

⑤ 以上の作業を踏まえ、特に脱領域化のプロセスとしての越境交流が対岸国との政治的緊張緩
和にどのように貢献しているかを、再領域化のプロセスと対比させて解明した。そのうえで、
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研究成果を東シナ海島嶼から国際緊張緩和を展望する研究成果（4.研究成果参照）としてま
とめた。本研究の最終成果は、まず日本語と英語で公表し、東アジアを中心とする国際社会
に普及させることにした（令和 5年度以降）。 

 
 
４． 研究成果 
 
研究代表者及び研究分担者の個別研究成果は各年度の研究実績報告書を参照。 

 
① 本研究を主体として開催した国際会議 

 
East Asian Regional Conference in Alternative Geography (EARCAG) 4th Geopolitical 
Economy Workshop on East Asian Developmentalism（大阪市立大学学術情報総合センター、
沖縄県沖縄島、2019 年 11 月 26 日～12 月 1 日、山﨑企画・運営、Hsu、Liu 発表） 
 
International Geographical Union (IGU) Thematic Conference on Island in Relations: 
Conflicts, Sustainability, and Peace（大阪公立大学学術情報総合センター、沖縄県沖
縄島、2023 年 4 月 4 日～9日、山﨑企画・運営、福本、八尾運営補佐、Godfrey、Liu 発表） 
 

② 本研究の国際共同研究員が複数参加した国際会議 
 
Development, Environment and Peace Nexus (DEEPEN): Peace Making in Borderlands. 
United Nations Research Institute for Social Development, Cherwon Forum (PLZ Forum 
for Ecozoic Era 2020), South Korea（2020 年 12 月 5 日、Park、Hsu,、山崎参加） 
 

③ 本研究の研究分担者が企画ないし複数参加した国内会議 
 
人文地理学会政治地理研究部会第 26 回・地理思想研究部会第 130 回研究会（人文地理学会
大会部会アワー）「帝国日本のリミナリティ―植民地台湾と沖縄系移民」(奈良大学、2018 年
11 月 24 日、福本企画、山﨑コメント、花松出席） 
 
人文地理学会政治地理研究部会第 27 回研究会「境界をめぐる実践―ボーダーコントロール
とボーダーツーリズム」（大阪市立大学文化交流センター、2019 年 4 月 13 日、山崎企画、花
松発表） 
 
蘭信三・山﨑孝史科研費合同シンポジウム「〈あいだ〉をつむぎだす―地域とエスニシティ
を越えて」（オンライン会議、2021 年 3 月 13 日、八尾企画、山﨑コメント、福本参加） 
 
蘭信三編著『帝国のはざまを生きる』刊行記念シンポジウム（国際日本文化研究センター、
ハイブリッド開催、2022 年 7 月 24 日、八尾企画、山﨑コメント、福本参加） 
 

④ 本研究を中心に編集もしくは構成メンバーを執筆者に含む書籍（刊行予定のものを含む） 
 
山﨑孝史編著『「政治」を地理学する―政治地理学の方法論』ナカニシヤ出版（2022 年 3 月、
山﨑、福本、花松寄稿） 
 
Yamazaki Takashi & Godfrey Baldacchino eds. Relational geographies of islands in 
the Indo-Pacific: Environment, society, and politics.（刊行準備中、山崎企画・寄稿、
Godfrey、福本、花松寄稿） 
 

⑤ 本研究の構成メンバーを執筆者に含む英文雑誌特集（刊行予定のものを含む） 
 
Taylor & Francis 社 Geopolitics Special Section: contextualizing Borders in East 
Asia, Geopolitics 29(2): 359-470（2024 年 3 月 18 日、山﨑企画・寄稿、Hsu 寄稿）. 
 
Taylor & Francis 社 Geopolitics Special Issue: Rethinking relational geopolitics 
in contested islands and seas, Geopolitics（査読中、山﨑企画） 
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